 様式２（部活動用）


部活動別の新型コロナウイルス感染症予防計画
	学校名
	部活動名
	顧問名

	都立学校
	茶道部
	加藤　三奈子



１　当該部活動の基本方針
・お手前の練習
・基礎の定着










２　活動場所における感染症対策
・換気、消毒などの徹底。
・サーキュレーターを用いて、空気循環をさせながら活動する。
・グループに分けた少人数での活動
・マスクをつけて練習する。









３　活動前後の感染症対策・部員の毎朝の検温と健康観察を徹底させる。
・活動前に確実に顧問が把握し、咳・発熱、息苦しさ・のどの痛み・だるさ・頭痛・味覚障害・嗅覚障害などの体調不良等の症状が１つでも見られる場合は、活動させない。
・不安を抱えたまま部活動をすることがないように指導する。
・体調不良者が複数人いる場合は、活動を控える。


活動終了後は、速やかに帰宅させる。
・開始時に検温をさせる。











４　部室・更衣室等の利用計画
[bookmark: _GoBack]・登校時間をずらして工夫し利用させる。
・週末は、部活着での登校を可能な限りさせ、更衣室の利用を控える。
・三密は控え、更衣室利用は、時間差、少人数で利用させ、短時間で更衣を済ませるようにする。








５　生徒自らが行動変容を考えるなどの指導の工夫・活動日、活動時間に制限がある中でどのように工夫すれば生徒たちが部活動を楽しめるか、自分たちで考えさせながら部活動をさせる。
・活動方法や内容をアドバイスしながら部活動をさせる。










※　各学校の実態等に合わせ、様式を適宜変更してください。
